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	講演の概要

植物の光合成機能は、光条件下で効率よく働くように精密に調節されている。すなわち、暗所ではその働きを止め、光が当たっているときに様々な酵素機能が働き出す。このようなスイッチの実体は、光合成の電子伝達系と直結した還元力の授受システムで、一般にレドックス調節と呼ばれている。植物のゲノム解読によって、レドックス調節システムについてもプロテオミクス研究が可能となり、光合成機能の調節の全体像が明らかになりつつある。一方、このような調節機能の分子レベルでの理解も、酵素の立体構造や反応の分子機構が明らかになるにつれて、急速に進んでいる。調節を受けている酵素の代表例である葉緑体ATP合成酵素は、1分子観察技術の導入によって酵素反応の詳細を分子の回転の様子として記述することが可能になった酵素である。この酵素は、レドックス調節を初めとしてさまざまな方法で調節されているが、その調節の分子機構についても1分子観察でかなり理解が進んだ。本講演では、植物の光合成関連酵素の機能調節がどこまで明らかになったか、私たちの研究成果を中心に紹介するとともに、1分子とプロテオミクスという全く反対にも思えるそれぞれの研究の今後も展望したい。
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